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　石油製品の需要の減少を背景として、過疎化や、それ
に伴う人手不足等により、給油取扱所の数が年々減少し
ており、自家用車等への給油、移動手段を持たない高齢
者への灯油配送などに支障を来たす地域が増加しており
ます。このような状況を踏まえ、エネルギー基本計画（平
成30年７月閣議決定）等において、AI・IoT等の新たな
技術を活用し、人手不足の克服、安全かつ効率的な事業
運営や新たなサービスの創出を可能とするため、安全確
保を前提とした規制のあり方について検討することが求
められております。
　このため、消防庁では、過疎地域等の地域特性や最近
の技術動向等を踏まえ、「過疎地域等における燃料供給
インフラの維持に向けた安全対策のあり方に関する検討
会」（以下「検討会」という。）を開催し、第１回検討会
を５月22日（水）に、第２回検討会を８月１日（木）
に行いました。

　第３回　令和元年９月～ 10月頃（予定）
　第４回　令和元年11月～ 12月（予定）
　第５回　令和２年１月～２月（予定）

　第１回検討会では、過疎地域等における燃料供給イン
フラの現状等について情報共有し、今後の方向性につい
て検討が行われました。
　第２回検討会では、第１回検討会の意見等を踏まえ、
課題を整理し、各要望に対する検討の進め方について議
論が行われました。

　主な検討項目については次のとおりです。
　（1）�地域の実情に応じた石油製品流通網の維持策にお

ける安全対策のあり方に関する事項
　（2）�給油取扱所におけるAI・IoT等の新技術を活用し

た安全対策のあり方に関する事項
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「過疎地域等における燃料供給インフラの維持に向けた
安全対策のあり方に関する検討会」の開催について
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